小平市地域自立支援協議会　　第２回幹事会議事要録
【日　　時 】　平成３０年７月２３日（月）午後２時～４時
【開催会場 】　小平市健康福祉事務センター　２階　第３・４会議室
【参加委員 】　９名
【欠席委員 】　なし
【傍      　聴】   ４名
【配付資料 】　１　小平市地域自立支援協議会第２回幹事会次第　
 ２　小平市地域自立支援協議会・幹事会における困難事例の検討について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【資料１】
３　平成３０年度精神障害者地域移行体制整備支援事業【資料２】
（福祉保健局ホームページより、参考資料）
４　平成３０年度精神障害者地域移行体制整備支援事業・説明資料【資料３】
５　地域精神保健福祉資源分析データベース【資料４】　
６　小平市公共施設マネジメント市民意見交換会チラシ
７　Ｄ委員より報告　
８　市民講演会「身近な病気統合失調症」


１　開会
幹事長より開会の挨拶がされた。

２　配付資料の確認
事務局より配付資料の確認がされた。

３　市民意見交換会について
　　　公共施設マネジメント課より、チラシを基に説明があった。
質疑応答
【幹事長】
これまでの交換会の参加者数について教えてほしい。
[bookmark: _Hlk520118636]【公共施設マネジメント課】
１５名程度であった。
【Ａ委員】
小川駅西口地区市街地再開発事業はいつ頃か完了か。
[bookmark: _Hlk520118675]【公共施設マネジメント課】
小川駅西口の再開発については平成３５年度を予定している。中央公民館・健康福祉事務センター・福祉会館については、市民と話し合いながらどのような機能を入れていくかを検討していくことになるが、完了は平成３６～３７年度以降になると思われる。
【Ｆ委員】
小川駅西口の再開発について、既存の事業が入ると思うが、３５００㎡のスペースに対し、どの位の規模を考えているか。
【公共施設マネジメント課】
概ね西部市民センターと元気村おがわ東の機能の移行を考えているが、元気村に関しては、駅前に馴染む事業は何か今後も検討を重ねていく。市としては、小川駅西口・市役所周辺の新建物・元気村の3か所に、元気村おがわ東・西部市民センター・中央公民館・健康福祉事務センター・福祉会館の機能を再配置し、中身については今後考えていく。

４　講演会の開催について（お知らせ）
　　　Ｆ委員より報告があった。
第一期障害児福祉計画の整備目標である医療的ケア児支援のための関係機関の協議の場の設置を目指して、「医療的ケア児の生活を向上させる地域の生活支援を考える」と題し、講演会を開催予定。小平市障がい者地域自立生活支援センターひびきと地域自立支援協議会との共催で実施したい。
日時：９月２５日（火）１８時～
会場：健康福祉事務センター２階（定員超過のため中央公民館へ後日変更）
講師：下川和洋氏（女子栄養大学・白梅学園大学非常勤講師）

５　精神障害者地域移行体制整備支援事業の取り組みについて
　　　講師：君島淳子さん
　　　　　（東京都多摩総合精神保健福祉センター地域体制整備担当）
　　　時間：午後２時１５分から３時１５分
　　　　　　君島氏より、資料２～４を基に報告あり。
質疑応答
【Ｃ委員】　　
地域移行の調査結果における対象者がいなかった理由について教えてほしい。
【君島氏】　　　
理由として、マンパワーが足りなかった、入院先の病院が遠方にあった、支給決定に時間がかかり、それまでに退院してしまった、指定一般事業者で経験不足によりできない等あがっている。
【Ｃ委員】　　
移動時間の問題もあるが、マンパワーに手が回せない理由の一つに報酬の影響もあると考えられる。報酬の見直しも必要と考える。
【君島氏】　　　
実績のあるところに報酬をつけるのが国の考え方だが、委託を受けていない事業所は地域移行で稼いでいるところもある。
【Ａ委員】　
昨年度実績はあさやけで３件。病院側の姿勢も影響している。体制整備事業の力が大きいと考える。
【君島氏】　　　
入院前住所地が決定機関となることを周知している。これまでは病院からの紹介がないと対象者がどこにいるか分からなかったが、最近はこの病院にいるのではないかと市が想定して迎えに行く動きが出てきている。
【副幹事長】
①平成２８年度の地域移行促進担当事業者における個別支援の実績数である３７４件の内訳を知りたい。
②グループホーム活用型ショートステイの実績を知りたい。
【君島氏】　
1 個別支援の内訳については分からない
2 おおよそ５事業所で延べ１００人が使っている。
一人でも多くの入院者に退院してもらいたいと考えている。　
【幹事長】
　小平市における地域移行に係る目標人数について聞きたい。
【事務局】
国・東京都からの指示により設定したもので、精神科病院に１年以上入院している患者のうち一定数である５６人が３年間のうちに地域へ移行しても支えられるよう必要なサービス基盤を整備していく。
【幹事長】
地域移行支援について、市内の現状はどうか。
【事務局】
　平成２８年度実績として、小平市では１か月当たり２人であった。
【Ｇ委員】
　澄水では、一昨年知的障がいの方が１件、現在入所している方で１件であった。
【Ｆ委員】
精神科病院から依頼があっても断ったケースあり。地域定着は継続している。フレームワークも考えていかなくてはならない。　

６　過去に取り扱った困難事例について
　　　幹事長より、資料１を基に説明があった。困難事例は幹事会で取り扱うので、取り扱いたい事例がある場合は、直近の事務局会議までに連絡してほしい。

７　部会、ワーキング等について（報告）
地域部会
Ａ委員より報告があった。
ワーキング報告　
Ｇ委員より報告があった。野中式にて８０５０問題について検討した。
情報部会
副幹事長より報告があった。
当事者ワーキング
Ｄ委員より資料を基に報告があった。
　
８　その他
（1） 報告事項　
1 小平警察署との連携を目的とし、７月２４日（火）に訪問する予定がある。
2 小平市障害者団体連絡会より、映画上映会「風は生きよという」について案内。
3 小平市障害者就労・生活支援センターほっとより、就労者のための交流会にて、当事者委員２人に話をしてもらう予定。
4 事務局より、相談支援事業所として、新たに今後訪問看護ステーション２か所が登録予定。
⑤　Ｃ委員より、子ども部会について提案があった。
⑥   情報提供
[bookmark: _GoBack]　　　　　各委員より、報告等あった。

９　今後の予定
幹事長から今後の予定が報告された。
（１）地域部会第２回
　　　　　　平成３０年７月２５日（水）午後５時３０分～
　　　　　　健康福祉事務センター第３．４会議室（２階）
（2） 当事者・情報部会第２回
平成３０年９月１０日（月）午前１０時～正午
健康福祉事務センター第３．４会議室（２階）
（３）全体会第２回
平成３０年９月１０日（月）午後２時～４時
　　　　　　福祉会館小ホール
（４）当事者・情報部会　ワーキング第２回
平成３０年１０月２０日（土）午後１時３０分～３時３０分
　　　　　　中央公民館　学習室４（２階）
　（５）幹事会第３回
平成３０年１０月２６日（金）午後２時～４時
　　　　　　健康福祉事務センター第３．４会議室（２階）

10　閉会
　　　全ての議題が終了後、幹事長から閉会が宣言された。
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